様式１号　　　　　　　　　　　　　　記　　入　　例　
　　年　　月　　日
　福井県労働委員会

　　会長　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　 eq \o\ad(所在地,　　　　　　)　福井市○○０丁目００－００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(名称,　　　　　　)　○○労働組合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　執行委員長　○○　○○　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(所在地,　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(名称,　　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　 

あっせん申請書

　次の労働争議について関係当事者間における主張が一致しないので、労働関係調整法第１２条によりあっせんを申請します。

	争　議　関　係　当　事　者
	組　合　側
	所在地
	（〒９１０-００００）

福井市○○０丁目００－００
	電話
	０７７６

　（００）００００

	
	
	組合名
	○○労働組合
	代表者

職氏名
	執行委員長

　○○　○○

	
	
	結成年月日
	昭和２５年４月１日
	組合員数
	　　　１６０名

　（男８０名・女８０名）

	
	
	上部団体名
	○○労働組合連合会

	
	使　用　者　側
	所在地
	（〒９１０-００００）

福井市○○１丁目００-００
	電話
	０７７６

　（１１）１１１１

	
	
	会社名
	○○株式会社
	代表者

職氏名
	代表取締役社長

　○○　○○

	
	
	創業年月日
	昭和２６年６月１日
	従業員数
	　　　１８０名

（男９０名・女９０名）

	
	
	事業の種類
	一般機械器具製造業
	資本金
	５，０００万円

	
	
	関係事業所の

名称・所在地
	○○株式会社○○工場（○○市○○１１－１１）



	あっせん事項
	　　　○年夏季一時金要求に関すること。

	
	

	
	

	
	

	
	


	当事者の主張
	組　合　側
	「　　○年夏季一時金として、○○か月分を要求する。」

	
	
	　業績配分の一面もあるが、季節賃金として定着している。

	
	
	　今まで労働組合として前向きに協力していたことから、同業他社並みの水準を要求

	
	
	する。

	
	
	

	
	
	

	
	使　用　者　側
	「　　○年夏季一時金として、○○か月分を支給する。」

	
	
	　厳しい経営環境の中、当社の業績不振は著しい。原材料費の値上げで生産コストも上

	
	
	昇しており、先行きの見通しも厳しい状況である。

	
	
	　今は経営改善が急務であり、そのために労使が全力を傾注すべきである。

	
	
	　実力行使を行っても、現状では上積み回答できない。

	
	
	

	申請に至るまでの交渉経過
	年月日
	交渉内容（要求及び回答等）

	
	○年○月○日
	○年夏季一時金要求書を提出

	
	○年○月○日
	第１回団体交渉

	
	
	労働組合からの要求内容説明

	
	○年○月○日
	第２回団体交渉

	
	
	要求に対し、会社側が○○○との見解を示す。

	
	○年○月○日
	第３回団体交渉

	
	
	会社側から、第１次回答○○か月分を提示。

	
	
	組合側はこれに対し………………

	
	　　　：
	　：

	
	　　　　　　要求書提出から団体交渉の経過、自主交渉による解決が困難になった
状況等、申請に至るまでの交渉経過を日付順に簡潔に記載してください。

	争議行為を伴っている場合その概要

○年○月○日　部分スト　参加人員２０名

	労働協約の定めに基づく当事者の一方からの申請である場合はその関係条項

　労働協約の定めの有無　　　□有　　　☑無

　（有の場合）　　　　　　　第　　　条第　　　項　（労働協約書別添）


（注意）１　電話については、希望する連絡先の電話番号を記入して下さい。

　　　　２　必要事項が所定の欄に記入できない場合は、別紙に記入して下さい。

　　　　３　船員に関する労働争議の場合は、「関係事業所の名称・所在地」の欄に労働争議の関係船舶を記入して下さい。
1

